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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
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【補正の内容】
【００９９】
　また、粘着付与剤及び可塑剤として、常温で固体の有機化合物を好ましく用いることが
できる。粘着付与剤には、たとえばＣ５系石油樹脂、Ｃ９系石油樹脂、ジシクロペンタジ
エン系石油樹脂、ロジン系石油樹脂、ポリテルペン樹脂、テルペンフェノール樹脂などが
挙げられる。可塑剤には、たとえば、リン酸トリクレシル、フタル酸ジブチル、フタル酸
ジオクチルなどのモノマー可塑剤の他、ビニル重合体やポリエステルのようなポリマー可
塑剤などが挙げられる。
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